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1．はじめに 

 若年女性のやせは将来的に妊娠・出産への影響や、更年期以降の骨粗鬆症など複数のリ

スクに繋がる可能性があり、様々な対策が行われている。しかし、20 歳代女性のやせの割

合は減ることはなく、令和元年国民健康・栄養調査において、20 歳代女性におけるやせの

割合は 20.7％であり、ここ 10 年は 20％前後で推移している 1)。渡會らは栄養学系女子学

生を対象とした調査で低体重者（BMI＜18.5 kg/ｍ2）は 24％だったと報告している 2)。平

成 20 年国民健康･栄養調査によると 20 歳代女性では、実際の肥満者は 7.7％だが、「太っ

ている」「少し太っている」と思っている者は 44.0％であり、肥満でなくても「今よりやせ

たい」という女性は多い 3)。また同調査では、理想の体重から BMI を算出した理想の BMI

は 19.0 kg/ｍ2 と低かった。 

このように自分は太っていないのに「太っている」と認識している若年女性は多く、自

己のボディイメージを過大評価する傾向にある。その影響は子供の頃から徴候がみられ、

心身への影響が懸念される。児童ではボディイメージの過大評価がみられる群でストレス

を感じやすく、男子では身体的な反応、女子では無気力などがみられ、特に女子では認知・

行動的反応に繋がる傾向が強いと報告されている 4)。食への影響として井上らは摂食態度

調査（EAT26）の結果、食行動重度障害群で理想体型と実際の体型のズレが大きく、菓子

類の摂取が多かったと報告している 5)。渡會らはやせ願望が強い群で主食や芋類の摂取が

少ないと報告 6)しており、やせ願望と食品摂取量との関連が示されている。また、やせ願

望は自尊心や自尊感情に関連があることが先行研究で示されている 7,8)。 

このようにやせ願望は心身の変調と関連があると考えられているが、やせ願望と栄養素

等摂取量、自尊心、ストレスについて身体症状も併せて評価をした先行研究はみられない。

思春期は体作りに重要な時期であり、肥満でない女性が自身の体型を受け入れ、満足する

ためには体格の数量的な理解以外にも自尊心などを向上させる必要があるかもしれない。

本校においても経験的にやせ願望のある学生が少なからず在籍していると思われるが、そ

の人数や原因などの実態は不明である。 

 

2．目的 

やせ願望は自尊心など日常生活スキル 7) （表 1）に関連していることが過去の研究で示

唆されている。専門学校学生のやせ願望が日常生活スキルに関連しているかを明らかにし、



 

それらを向上させるような教育方法に繋げることで、学生が自身の体格を肯定的に認知し、

過度なダイエットを防ぐことができるかもしれない。 

これらのことから本研究では、学生のボディイメージに関して理想と実際のズレが栄養

素等摂取状況や自尊心、心身の不調と関連しているのではないかとの仮説を立て、学生の

ボディイメージと自尊心を含む日常生活スキル、ストレス等に関する調査及び栄養・食事

調査を行い、ボディイメージのズレに関連する因子について明らかにすることを目的とし

た。 

 

3．方法 

（1）研究デザイン 

   単施設観察横断研究 

（2）調査協力者 

都内専門学校栄養士科 1 年生 101 人及び管理栄養士科 1 年生 34 人の計 135 人を対象

に自記式質問紙調査を実施した。回答は 131 人から回収された（回収率 97.0％）。 

（3）適格基準 

  同意が得られ、調査用紙に大幅な記載漏れや誤りがない場合を適格基準とした。 

（4）除外基準 

  同意が得られない場合、未記入や記載の誤りが多い場合、食物摂取頻度調査結果で

500 kcal/日未満あるいは 4000 kcal/日以上の場合を除外基準とした。 

（5）期間 

調査・研究期間は華学園研究倫理審査委員会承認日である令和 4 年 11 月 15 日から令

和 6 年 1 月 12 日までとし、データ保管期間は 10 年とした。 

（6）場所 

栄養調査の実施場所は華学園栄養専門学校の教室とし、データ分析及びデータ保管場

所は華学園栄養専門学校職員室とした。 

（7）調査内容 

質問紙の構成を表 1 に示した。記入漏れなどの確認を行うため全ての調査は記名式と

した。 

1) 栄養素等摂取状況調査 

食事摂取量の評価、身長、体重の調査には、次世代多目的コホート研究「JPHC-NEXT」

で使用の調査票に含まれる詳細版 FFQ（172 項目）を使用した 9)。食品および栄養素等

摂取量の算出には「日本食品標準成分表 2020 年版（八訂）」に基づいて専用に開発され

たソフトウェア（FFQ NEXT、建帛社）を使用した。 

 

 



 

表 1 質問紙の構成 

1) 栄養素等調査：食物摂取頻度調査票 FFQ NEXT (建帛社)9) 

2) ボディイメージ調査：日本版 BIS（Japanese version of BIS）10) 

3) 日常生活スキル尺度（大学生版）11)：親和性、リーダーシップ、計画性、感受性、

情報要約力、自尊心、前向きな思考、対人マナー 

4) 身体症状調査：小学生用ストレス尺度 12)より抜粋した 5 項目 

めまい、頭痛、体がだるい、気持ちが悪い、疲れやすい 

5) ストレス調査：SRS-18 心理的ストレス反応尺度 13) 

6) その他の調査：アルバイト時間、自習時間、マスメディアの視聴時間と内容（SNS

及び動画サイトなどインターネット、テレビ）、ダイエット歴（回数、期間）、居住

環境（実家、一人暮、寮、シェア） 

 

2) ボディイメージとズレ値 

先行研究においてボディイメージは海外で開発されたイメージ図が使用されていたが、 

湯面らは 2021 年に日本人の体型に合わせて 10 段階のボディイメージをイラスト化し

た日本版 BIS（Japanese version of BIS:J-BIS）を開発した 10)。この尺度の信頼性・妥

当性は確認されており、既に複数の研究で使用されている。本研究においては J-BIS の

1～10 番までの 10 段階に分けられた男女別のイラストを印刷したものを対象者に配布

し、「自分がなりたいと思う体形」の番号を記入欄に記載するよう求めた。ボディイメー

ジの各番号には BMI が割り振られており、対象者が選択した番号から BMI を求め、理

想の BMI とした。理想の BMI から実際の BMI を引いた値を「ズレ値」と定義した。

ズレ値は、数値がマイナスの場合は「体重を減らしたい」ことを意味し、プラスの場合

は「体重を増やしたい」ことを意味する。 

  

3) 日常生活スキル尺度（大学生版）（島本･石井、2006）11) 

日常生活スキル尺度（大学生版）24 項目を使用した。本尺度は日常生活を過ごすため 

に必要なライフスキルを測るもので、「親和性」「リーダーシップ」「計画性」「感受性」

「情報要約力」「自尊心」「前向きな思考」「対人マナー」の 8 つの下位尺度から構成され

ており、それぞれ 3 つの質問が設定されている。回答方法は 4 件法で「ぜんぜん当ては

まらない」を 1 点、「あまり当てはまらない」を 2 点、「わりと当てはまる」を 3 点、「非

常に当てはまる」を 4 点とし、得点が高いほどスキルが高いことを意味する。過去に多

くの研究で使用されており、信頼性及び妥当性が確認されている。本研究では各項目の

3 つの回答について平均値を算出し、解析に使用した。島本らの報告から、前向きな思

考に関する質問のうち、1 項目は逆転項目とされ、評定値は分析の際に反転処理された

11)。 



 

 4) 身体症状調査 

  一般的にストレスは身体症状と関連することがあるが、5)に示す心理的ストレス反応 

尺度（Stress Response Scale-18）13)では身体症状についての設問がなかったため、嶋 

田らの小学生用ストレス尺度 12)を参考として、身体症状に関する 5 つの項目を抜粋し、 

解析には 5 つの項目の平均値を用いた。学童向けに設定された質問項目を成人向けの文 

言に改変した（表 2）。回答方法は 4 件法で「まったく違う」を 1 点、「いくらかそうだ」 

を 2 点、「まあそうだ」を 3 点、「その通りだ」を 4 点とし、得点が高いほど身体症状が 

強く表れていることを意味する。 

 

表 2 質問の変更内容 

小学生用ストレス反応尺度 → 改変後（成人向け） 

頭がくらくらする  めまいがする 

ずつうがする  頭痛がする 

体がだるい   － 

気もちが悪い  気持ちが悪い 

つかれやすい  疲れやすい 

 

5) ストレス調査 

ストレスに関しては、心理的ストレス反応尺度（SRS-18）13)の自記式調査票を用いて 

調査を行った（販売元：こころネット株式会社）。SRS-18 は 18 の質問と 3 つの下位尺

度（抑うつ・不安、不機嫌・怒り、無気力）で構成されている。信頼性・妥当性が確認

されており、大学生、高校生等に広く用いられている。回答方法は 4 件法で、「まったく

違う」を 1 点、「いくらかそうだ」を 2 点、「まあそうだ」を 3 点、「その通りだ」を 4 点

とし、得点が高い方がストレスは大きいことを意味する。 

 

6) その他の調査（自記式調査） 

表 3 は本研究のために考案されたその他の質問項目と回答の評定値である。対象者に 

はこの質問票への回答を求めた。 

SNS（social networking service:SNS）の活用方法に関しては、1 ほぼ視聴のみ、2 投

稿・返信を少々、3 投稿・返信多め、4 ほぼ投稿・返信の 4 つ項目を設定した。この項目

では頻度を「多め」「少なめ」と設定したので、対象者は主観で答えることになるが、本

研究ではこの 4 つの項目で SNS への「のめり込みの度合い」をある程度把握すること

ができると考えた。 

 

 



 

表 3 その他の質問項目と回答項目 

 

 

（8）実施手順 

1) 研究内容の説明・同意書作成 

  クラスごとに説明の時間を設け、「栄養調査等の研究へのご協力のお願い」の説明用紙

を用いて、十分な説明を行った。質問があれば回答し、疑問を解消した。その後、同意

書を 2 部作成し、学生に記入を求め、一通は学生に返却し、もう一通は研究責任者が保

管した。同意書を提出した者を解析対象とし、同意書を提出しない者は参加を希望しな

いとみなし、解析から除外した。 

 

2) 調査の実施 

  表 3 の調査用紙、ボディイメージの回答用紙、回答用マークシート用紙を配布し、記

入が終了したら、説明担当者がその用紙を手渡しで回収した。 

 

3) データの入力 

データ入力の前に、回答用紙に記入漏れや明らかな記入ミスが認められた場合は、本

人に確認し修正を行った。その上で回答に記入漏れ（記入の拒否）など不備があった者

を除外した。入力は研究担当者 2 名が分担して行い、全ての入力が終了した後、入力ミ

スや漏れがないか担当者を入れ替えて入力内容の確認を行った。 

 

（9）統計解析方法 

本研究の対象は男性の人数が少ないこと、体重についての認識は性差が大きい 14)こと

から女性のみを解析の対象とした。また、本研究で調査を行った対象は年齢の幅が広く、

先行研究の多くは思春期や 20 歳代の若年女性を解析対象としているため、18～29 歳の

女性を解析対象とした。 

48 1週間のアルバイト時間 １ 5時間未満 ２ 6～10時間 ３ 11～20時間 4 20時間以上

49 1週間の自習時間 １ 1時間未満 ２  1～3時間 ３ 4～6時間 ４ 6時間超え

50 1日のテレビ視聴時間 １ 1時間未満 ２ 1～2時間 ３ 3～4時間 ４ 4時間超え

51 1日のSNS※視聴時間 １ 1時間未満 ２ 1～2時間 ３ 3～4時間 ４ 4時間超え

52 SNSの活用方法 １ ほぼ視聴のみ ２ 投稿,返信少々 ３ 投稿・返信多め ４ ほぼ投稿・返信

※SNS：LINE,インスタグラム,Tik Tok,フェイスブック,X（旧ツイッター）,Youtubeなど

53 ダイエット経験 １ あり ２ なし

54 ダイエットした人：期間 １ 1ヵ月未満 ２ 1～2ヵ月 3 3～4ヵ月 ４ 6ヵ月以上

55 居住環境で該当するものを選んでください 1 実家 2 一人暮 3 寮 4 シェア

下記の習慣について、あてはまるものにマークしてください（ここ半年くらいの通常授業の時期）。

これまでの経験についてうかがいます。あてはまるものにマークしてください。

あなたの居住環境についてうかがいます。あてはまるものにマークしてください。



 

食物摂取頻度調査で 500kcal/日未満あるいは 4000kcal/日より多い場合を除外基準と

したが、該当者はいなかった。 

表 4 においてズレ値が‐2 以下の群に BMI25 kg/m2 以上の肥満者全員が含まれてい 

た。本研究においては、肥満がないにもかかわらずやせ願望がある者の背景を探ること

を目的としているため、BMI25 kg/m2 以上のデータは除外し、最終的に 77 人（やせ願

望大群 28 人、やせ願望小群 49 人）のデータを解析対象とした。BMI は 18.5 kg/m2 未

満をやせ、18.5 kg/m2 以上 25.0 kg/m2 未満を普通、25.0 kg/m2 以上を肥満とした 15) 。 

ズレ値については理想の BMI から実際の BMI を引いた値を「ズレ値」とした。ズレ 

値には、体重を減らしたいことを意味するマイナスのズレと、体重を増やしたいことを 

意味するプラスのズレがあるため、絶対値ではなく正負の符号を付けたまま解析に使用

することとした。カットオフ値については、松本らは産後 1 ヶ月の女性において現在と

理想のボディイメージの数値の差の中央値が 2 であったことから、2 以上を乖離ありと

定義していた 16)。本研究のズレ値の中央値は‐1.4 であり、本研究では「やせたい気持

ち」の強さを解析の対象とするため、やせたい気持ちの強さを基に分類し、‐2 をカッ

トオフ値とし、‐2 以下の群を「やせ願望 大」群、‐2 を超える群を「やせ願望 小」群

とした。 

栄養素等摂取量、食品群摂取量、朝食頻度、ストレス、その他調査項目の統計解析に

ついては、等分散を仮定した 2 群間の検定（t 検定）を行った。ズレ値と BMI の相関関

係（図 3）については単回帰分析を行い、ダイエット経験の有無（表 4 、表 7）につい

てはχ2 検定を行った。 

また統計ソフトウェアは Microsoft®Excel®2016MSO(16.0.13426.20270)32 ビットを 

用いて解析を行い、有意水準は 5％未満とした。 

 

(10)倫理的配慮 

  データの取り扱いに関しては、対象者を特定できる個人情報は削除し、新たに符号（ID）

をつけ匿人化を行った。本研究で得られた情報は、紛失、個人情報の漏洩がないように

鍵の掛かる場所で厳重に保管することとした。対象者には、事前に本研究の目的、方法、

データの活用方法について説明し、研究への参加・辞退は自由意志とし、不参加の場合

も不利益は生じない旨を説明した。 

 

4．結果 

図 1-a と図 2-a では BMI の分布を男女別に示し、図 1-b と図 2-b は理想の BMI の分布

を男女別に示した。女性は低い BMI を理想とする傾向がみられ（図 1-b）、男性では全員

が普通体重の BMI を理想としていた（図 2-b）。 

図 3 ではズレ値と BMI に負の相関がみられ、有意な差が認められた（p＜0.01）。 



 

表 4 では、男性と女性では性差があることが示された。また、30 歳未満の女性において

理想のボディイメージは現在の BMI から平均で‐2.0 kg/m2 の BMI を望んでおり、理想

の BMI の平均値は 18.8 kg/m2 だった。表には記載しなかったが、BMI25 kg/m2 以上の者

は全員が現在に比べ‐2 kg/m2 よりもさらに低い BMI を理想としていた。肥満者がやせた

いと思うのはごく当然のことであり本研究では肥満がないにもかかわらずやせ願望がある

者の背景を探ることを目的としているので、BMI25 kg/m2 以上の肥満者を除外した 77 人

を解析対象とした。 

BMI の内訳（図 1-a）では、女性のやせは 19 人で、肥満者 8 人を含む 85 人に対する割 

合は 22.3％だった。 

表 5 ではズレ値の平均はやせ願望大群が‐3.7±1.2 kg/m2 であり、やせ願望小群よりも

BMI を大幅に低くしたいと希望していた。また、やせ願望大群はやせ願望小群よりも BMI

が高いにもかかわらず、理想の BMI はやせ願望小群の 19.0 kg/m2 よりも低い 18.2 kg/m2

を希望していた。やせ願望群大群の理想の BMI（18.2 kg/m2）は、日本肥満学会が示す普

通体重の下限 18.5 kg/m2 15)を下回っていた。 

表 6 の栄養素等摂取量について、炭水化物摂取量のみ有意差が認められたので、炭水化

物を多く含む食品（穀物、芋及びでん粉類、砂糖及び甘味類、菓子類、し好飲料（アルコ

ール以外）について 2 群間の t 検定を行ったところ、し好飲料（アルコール以外）のみ有

意な差が認められた。 

表 7 において有意な差が認められたのは SNS 視聴時間とダイエット期間のみであった。 

居住環境は 9 割程度の学生が実家と回答しており、対象学生の居住環境に大きな差はな

いと思われた。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-a BMI の分布（女性, 30 歳未満） 図 1-b 理想の BMI の分布（女性, 30 歳未満） 

 

 

 

 

 

図 2-a BMI の分布（男性, 30 歳未満）   図 2-a 理想の BMI の分布（男性, 30 歳未満） 
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図 3 ズレ値と実際の BMI の相関関係（30 歳未満,女性,BMI25 kg/m2 未満） 

ｙ：従属変数（結果）；ズレ値 x：説明変数（原因）；BMI 有意水準 p 値＜0.01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

y = -1.0494x + 19.698
R² = 0.747
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表 4 30 歳未満の女性と男性における平均値の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性 男性

（n=85） （n=24）

平均値±標準偏差 平均値±標準偏差

年齢 （歳） 19.1±2.2 18.7±1.3

身長 （cm） 158.2±5.6 172.1＋5.4 ＜0.01

体重 （kg） 52.1±8.6 64.6±15.7 ＜0.01

BMI （kg/m
2
） 20.8±3.0 21.7±4.6 0.23

理想のBMI （kg/m2） 18.8±1.2 21.4±1.1 ＜0.01

ズレ値 （kg/m2） -2.0±3.1 -0.3±4.3 0.04

エネルギー （kcal） 1676±42.6 2172±225 ＜0.01

たんぱく質 （g） 67.0±2.3 83±8.3 ＜0.01

たんぱく質エネルギー比 （%） 13.9±0.2 13.3±0.4 ＜0.01

脂質 （g） 53.4±2.6 65.4±8.5 ＜0.01

脂質エネルギー比 （%） 26.4±0.8 25.0±1.8 ＜0.01

炭水化物 （g） 243.6±7.8 304.4±36.2 ＜0.01

炭水化物エネルギー比 （g） 59.6±0.9 61.7±2.0 ＜0.01

カルシウム （mg） 534.9±287.0 563.6±73.3 ＜0.01

レチノール活性当量 （μg） 522.8±95.3 658.7±112.8 ＜0.01

ビタミンD （μg） 7.6±0.6 10.3±1.7 ＜0.01

食物繊維 （g） 13.9±1.7 14.8±2.9 0.05

菓子類 （g） 45.1±8.1 29.7±7.0 ＜0.01

朝食※2 （点） 3.8±1.5 3.3±1.9 0.14

自尊心の平均※3 （点） 2.3±0.7 2.7±0.8 0.04

身体症状の平均
※4

（点） 2.1±0.8 1.7±0.6 0.01

抑うつ・不安の平均
※5

（点） 2.0±0.9 1.6±0.6 0.04

不機嫌・怒りの平均※5 （点） 1.7±0.8 1.4±0.4 0.07

無気力の平均※5 （点） 2.1±0.8 1.8±0.8 0.14

ダイエット経験：有※6 （%） 74.1 16.7 ＜0.01

※2：点数：月1回未満：0、月1-3回：1、週1-2回：2 、週3-4回：3、週5-6回：4、毎日：5

※6：χ
2
検定を使用

     有意水準α=0.01､自由度1､検定統計量35.61､棄却域6.63であり有意差ありと判定

※1：p値（有意水準）は30歳未満女性及び男性における平均値のt検定による

p値※1

※3：日常生活スキル
11)

のうち、自尊心のみ記載した。得点が高いほど自尊心は高いことを表す。

※4：小学生用ストレス尺度12）より、身体症状に関する項目を抜粋し、文言を改変して使用。

　　 得点が高いほどストレスが大きいことを表す。

※5：SRS-18ストレス尺度13)を使用。点数が高いほどストレスが大きいことを表す。



 

表 5 30 歳未満、BMI25 kg/m2 未満の女性におけるズレ値の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やせ願望 大

（ズレ値 ≦-2）

（n=28）

年齢 歳 19.6±2.8 0.10

身長 cm 158.1±5.8 0.99

体重 kg 54.8±5.7 ＜0.01

BMI kg/ｍ
2

21.9±1.5 ＜0.01

　中央値 kg/ｍ
2

21.8

　最大値 kg/ｍ
2

24.9

　最小値 kg/ｍ
2

19.5

理想BMI kg/ｍ
2

18.2±0.9 ＜0.01

ズレ値
※2

kg/ｍ
2

-3.7±1.2 ＜0.01

ズレ値
※2

kg/ｍ
2

≦-2 -1.9～＋1.9 ≧＋2

BMI＜18.5 19人（100%） 0（0%） 13（68.4%） 6（31.6%）

BMI18.5～24.9 58人（100%） 28（48.3%） 28（48.3%） 2（3.4%）

平均値±標準偏差

※1 p値（有意水準）は30歳未満女性のズレ値の違いによる平均値のt検定による

0.003±1.7

47.8±4.2

やせ願望 小

※2 理想BMI-実際のBMI

（ズレ値 ＞-2）

19.0±1.2

18.8±1.3

16.6

（n=49）

19.0±1.3

18.7

22.6

ｐ値
※1

158.1±5.4



 

表 6 30 歳未満、BMI25 kg/m2 未満の女性におけるやせ願望の違いによる栄養素摂取量等

の比較 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 標準偏差 平均 標準偏差
エネルギー kcal 1672.3 37.4 1682.1 47.1 0.35
たんぱく質 g 67.1 2.2 67.1 2.4 0.94

脂質 g 53.5 2.7 53.4 2.7 0.90

炭水化物 g 241.2 6.9 245.3 8.2 0.03 *

ナトリウム mg 3645.4 172.7 3672.6 195.9 0.54

カリウム mg 2550.1 176.0 2556.4 195.1 0.89

カルシウム mg 537.2 26.1 534.6 29.0 0.69

鉄 mg 7.8 0.8 7.8 0.8 0.88
レチノール活性当量 µg 519.8 81.5 529.5 107.8 0.68
ビタミンD µg 7.6 0.7 7.6 0.6 0.54

ビタミンB1 mg 0.9 0.1 1.0 0.1 0.83

ビタミンB2 mg 1.3 0.1 1.3 0.1 0.87

ビタミンC mg 114.2 28.3 120.8 29.0 0.33
食物繊維総量 g 14.0 1.7 13.9 1.8 0.94

たんぱく質エネルギー比 %E 14.0 0.2 13.9 0.2 0.10

脂質エネルギー比 %E 26.6 1.0 26.4 0.7 0.31

炭水化物エネルギー比 %E 59.4 1.2 59.7 0.9 0.21

穀類 ｇ 339 21.5 346 18.7 0.15

いも及びでん粉類 ｇ 40 3.9 39 4.1 0.68

砂糖及び甘味類 ｇ 7 1.2 7 1.5 0.56

野菜類 ｇ 255 38.5 260 43.3 0.67

果物 ｇ 115 28.4 126 33.3 0.16

乳類 ｇ 132 13.4 132 15.5 0.98
菓子類 ｇ 44 3.8 46 10.0 0.16

し好飲料類※2 ｇ 509 112.4 602 188.2 0.02 *

朝食※3 点 3.9 1.4 3.7 1.7 0.68

やせ願望 大 やせ願望 小
（n=28） （n=49）

※2 アルコール以外

ｐ値※1

※1 p値（有意水準）はズレ値の違いによる平均値のt検定による（* p＜0.05 ）

※3 点数：月1未満：0、月1-3：1、週1-2：2 、週3-4：3、週5-6：4、毎日：5



 

表 7 30 歳未満、BMI25 kg/m2 未満の女性におけるやせ願望の違いによる日常生活スキ

ル、ストレス、その他の比較 

 
 

5．考察   

 本研究では栄養士・管理栄養士養成専門学校に通学する肥満のない 18 歳～29 歳の女性

を対象として、ボディイメージのイラストを使用し、理想の BMI と実際の BMI との差を

割り出し（表 5）、ズレ値の違いにより栄養素等摂取量（表 6）、日常生活スキル・ストレ

　 平均 標準偏差    平均 標準偏差

 1.親和性の平均 点 3.1 0.9 3.3 0.8 0.17

 2.リーダーシップの平均 点 2.4 0.7 2.3 0.8 0.84
 3.計画性の平均 点 2.4 1.0 2.5 0.8 0.59
 4.感受性の平均 点 3.0 0.6 3.2 0.6 0.15
 5.情報要約力の平均 点 2.3 0.6 2.4 0.6 0.20
 6.自尊心の平均 点 2.2 0.7 2.4 0.7 0.13
 7.前向きな気持ちの平均 点 2.4 0.8 2.5 0.8 0.53
 8.対人マナーの平均 点 3.6 0.5 3.7 0.4 0.16
 9.身体症状の平均 点 2.3 0.9 2.0 0.7 0.13
10.抑うつ・不安 点 2.1 0.9 1.8 0.8 0.18
11.不機嫌・怒り 点 1.8 0.8 1.5 0.7 0.14
12.無関心 点 2.3 0.9 2.0 0.7 0.11

13.週のアルバイト時間

1点 <5時間
2点 6-10
3点 11-20
4点 >20時間

2.0 0.9 2.4 1.0 0.05

14.週の自習時間

1点 <1時間
2点 1-3
3点 4-6
4点 >6

1.6 0.8 1.4 0.6 0.27

15.1日のテレビ視聴時間

1点 <1時間
2点 1-2
3点 3-4
4点 >4

1.7 0.9 1.5 0.7 0.41

16.1日のSNS視聴時間

1点 <1時間
2点 1-2
3点 3-4
4点 >4

2.8 1.0 3.3 0.7 0.03 *

17.SNS活用内容

SNS活用
1点 視聴のみ
2点 投稿,返信
3点 投稿返信多
4点 ほぼ投稿返
信

1.7 0.8 2.0 1.0 0.14

18.ダイエット期間

期間
1 0-1か月未満
2 1-2か月
3 3-4
4 >6か月

2.3 1.2 1.7 0.9 0.013 *

19.ダイエット経験：有り 人（%） 20 （78.5） 35 （67.3） ＜0.05

注6：19はχ2検定を使用｡有意水準α=0.05､自由度1､検定統計量1.27､棄却域3.841で有意差なしと判定

注5：13～19は本研究独自に設定した項目

注4：10～12はSRS-18ストレス尺度13)を用いた。

やせ願望 大 やせ願望 小

ｐ値※

注3：9は小学生用ストレス尺度12)より、身体症状に関する項目を抜粋し、文言を改変して使用した。

注2：1～8のうち、網がけの因子は個人的スキル、そうでない因子は対人スキルを表す。

注1：1～8は日常生活スキル尺度11)を用いた。数値は因子ごとに設定された3つの項目の得点の平均値

※ p値（有意水準）はズレ値の違いによる平均値のt検定による（* p＜0.05）

（n=28） （n=49）



 

ス・その他（表 7）に違いがあるかどうかを明らかにした。ズレ値の違いによる差がみら

れたのは、炭水化物摂取量、アルコール以外のし好飲料（表 6）、SNS 視聴時間およびダイ

エット期間（表 7）だった。 

 

（1）ズレ値と実際の BMI  

  表 5 においてやせ願望大群の方がやせ願望小群に比べ実際の BMI が高く、理想の BMI 

は低かった（p＜0.05）。また、ズレ値は BMI と負の相関を示し有意な差が認められた

（図 3）。これは体重が多ければやせたいと思い、体重が少なければ増やしたいというご

く自然に考える者が多いことを示唆している。 

平成 20 年国民健康・栄養調査 3)では、20 歳から 29 歳女性の平均 BMI は 20.7 

kg/ｍ2、理想の BMI は 19.0 kg/ｍ2 だった。本研究（表 4）では BMI 平均 20.8±3.0  

kg/ｍ2、理想の BMI は 18.8±1.2 kg/ｍ2 であり、平成 20 年度国民健康・栄養調査 3)と

ほぼ同じ結果だった。本研究の対象者は理想の体形について一般的な同世代女性と同様

のイメージを持っていると思われる。 

 

（2）栄養素等摂取量 

  2 群間で差がみられたのは炭水化物摂取量のみだった（表 6）。この結果を踏まえて、 

炭水化物を多く含む穀物、芋･でん粉類、砂糖及び甘味類、菓子類、アルコール以外のし

好飲料で 2 群間の比較をしたところ、アルコール以外のし好飲料のみ有意な差が認めら

れた（表 6）。し好飲料の内容については確認できていないので、今後明らかにしていき

たい。先行研究では、やせ願望があると主食・芋類の摂取量が減少傾向となる 6)、やせ

願望群で糖質、穀類、芋類、砂糖の摂取量が少ない 2）、やせ願望群では乳製品のみ摂取

量が少ない 17)という報告があるが、本研究ではそのような傾向はみられなかった。たん

ぱく質エネルギー比、脂質エネルギー比、炭水化物エネルギー比は日本人の食事摂取基

準 2020 年版 18）の目標量の範囲内であり、2 群とも偏った食べ方はしていなかった。 

  井上らは摂食態度調査 EAT-26 を用いて若年女性の食行動重度障害群は正常群・軽度

異常群に比べ菓子類の摂取は約 2 倍だったと報告している 5)。本研究ではやせ願望大群

とやせ願望小群には差がみられなかったので、理想と実際の BMI のズレは菓子摂取に

影響していなかったと思われる。 

 

（3）自尊心（日常生活スキル） 

本研究では自尊心がズレ値に影響しているのではないかと仮説を立てたが、やせ願望 

 群大群とやせ願望小群では有意な差は認められなかった。先行研究では、体重を過大評

価する思春期の女性は自己受容が低い、やせ願望は自尊心（自己認識）や情報要約力（問

題解決､意思決定）が影響しているという報告 7)や、自尊感情が高い群は自身の体型及び



 

容姿に満足し、体型の自己評価と BMI に関連がない 8)と報告されている。本研究におい

てズレ値と自尊心や情報要約力には有意な関連は認められなかった（表 7）。やせ願望大

群では目標とする BMI は低いものの、体重や健康をより良くするための学びの最中で

あり、通学するという前向きな行動が自尊心の低下に繋がらなかったのではないかと推

測する。吉村らのキャリア意識と学生生活自己効力感についての調査 19)では、職業がま

だ決まっていなくても職業選択に向けて積極的に模索している状態であれば、大学生活

の満足度は高くなると報告されている。たとえ目標が実現していない状態であっても、

それに向かって行動することは精神的に満たされることに繋がると思われる。 

 

（4）身体症状とストレス 

渡會らはやせ願望群で SRS-18 のストレススコアが高く、ストレスと過食についての

関係性を示唆している 2)が、本研究では、やせ願望大群とやせ願望小群では有意な差は

認められなかった。やせたい気持ちを持つ者は多いものの、ストレスを感じるほど負担

には感じていないのかもしれない。 

 

（5）その他の項目 

湯面らは SNS を行う時間が長いほど理想ボディイメージは低かったと報告している

20)が、本研究では SNS 視聴時間はやせ願望小群に多い傾向がみられた（p＜0.05）。平成

20 年の国民健康･栄養調査では「太っている」と思う理由は「他人と比べて」が最も多

いと報告されている 3)。SNS を視聴する時間が長いとファッションモデルや人気の

Youtuber などやせ型の女性を目にする機会が多くなるので、自然と自分の体型と比較す

る機会も多くなるかもしれない。本研究が先行研究と異なる結果だった理由として考え

られるのは、SNS 視聴時間を点数に置き換えて解析を行ったこと、SNS の種類を 6 種

類のみ記載したことから、実際に SNS を視聴した時間を正確に把握できていなかった

可能性が考えられる。今後、調査を行う際は、研究対象者が視聴すると思われる SNS を

できるだけ多く明示し、視聴時間の把握を正確に行う必要があると思われた。 

ダイエット経験がある者の割合はやせ願望群で多く、期間も長い傾向がみられた（p＜

0.05）。ダイエットを行った時期や内容については尋ねておらず、現在のダイエット状況

を反映している訳ではない。今後はダイエットの現状を把握できる設問の検討が必要で

ある。 

 

（6）限界 

本研究では 5 つの限界が考えられる。第一に横断研究であったため因果関係に言及で

きないことが挙げられる。同じ対象者で学年が上がってから追跡調査を行うなどの工夫

が必要である。第二に研究の対象は栄養学を学ぶという単一施設に所属する学生であり、



 

一般化できる可能性は低いことが挙げられ、今後は他の学科、他の学校などと共同して

対象範囲を拡大することを検討したい。第三に食事データが食物摂取頻度調査で得られ

たものであり、実際の食事摂取状況を測定していないこと、第四に未知あるいは未測定

の因子や、測定が十分に制御できていない可能性がある（残余交絡）ことが挙げられる。

第五に身体活動が測定できなかったことが挙げられる。身体活動は体重の管理に大きく

影響するものなので、今後はその点も調査を行うことで、ダイエットのための行動の分

析をすることができると思われる。 

 

6．まとめ 

やせ願望と栄養素等摂取量の関連を調べたところ、炭水化物摂取量がやせ願望大群で少

なく、炭水化物を多く含む食品の摂取量では、し好飲料類（アルコール以外）がやせ願望

大群で少なかった（p＜0.05）。本研究では飲料の種類について詳細な解析を行っていない

ため、やせ願望大群がどのような飲料の摂取を控えていたのかは不明である。今後さらに

詳細な調査を行えば炭水化物摂取量の差の要因が明らかになるかもしれない。 

一方、自尊心、ストレス等に関連は認められなかった。やせたい気持ちを持つ者は多い

が、やせ願望が精神的な負担にはつながっていないことがわかった。やせ願望と自尊心、

ストレスも併せて調査を行うことで、学生の心身の状況について把握することができ、今

後の教育に役立てることができると思われた。 
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